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諏訪八幡神社

　「お諏訪さま」と呼ばれるこの神社は、近

世には飯能村・久下分村の鎮守であり、獅

子舞が奉納されることから、近隣一番の大

きな祭礼が行われていました。

週末は三つの社の御朱印で人気の神社です
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観音寺2

店蔵絹甚

　「絹甚」は、篠原甚蔵・長三親子によっ

て明治 37（1904）年に建築されました。

現存する店蔵では、唯一「うだつ」があり、

外壁は最上級の黒漆喰で仕上げられてい

て、小規模ながら贅をつくした造りになっ

ています。

篠原家は、明治以降呉服、太物、糸繭仲買、

茶などを商っていました。現在、建物は

飯能市に寄贈され、水曜日から日曜日ま

で内部を見学することができます。

６

うだつの上がる店蔵の中を見学できる
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中清（米店）

店蔵風の現店舗の裏に明治初期の創建とさ

れる店蔵が現存しています。手前の袖蔵は

慶応 4（1868）年の飯能戦争でも焼失せず、

外壁に漆喰を使った土蔵が、耐火建築とし

て優れていることを証明しています。

間口の大きな店蔵と袖蔵が揃った商家
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飯能織物協同組合（通称：織協）

この洋風建築は、大正 11(1922) 年に武

蔵絹織物同業組合の事務所として建設され

ました。生産者によって織られた生絹は、

納税しないと商品として買継商と取引がで

きないため、市が開かれる日にはここに税

務署員が出張してきていました。平成 29

年に国の登録有形文化財（建造物）となり

ました。

絹織物とともに発展してきた町の象徴
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看板建築10

畑屋 珍しい木造3階建のうなぎ屋さん 入口電業5３ 店蔵

銀河堂
この店蔵は、JA いるま野旧本町支店の隣に

あり、現在は喫茶店「銀河堂」として使われ

ています。元々は絹織物の買継問屋で、この

商家が明治 41(1908) 年にこの地に開業し

た時には、既に建っていました。店蔵の造り

もさることながら、間口の狭い短冊形の敷地

に住居や中蔵などが機能的に配置されいるこ

と、またかつては市日に商人たちが商品を並

べた前庭空間が残っている点などから、飯能

の歴史を知るには不可欠の建築遺産というこ

とができます。

店蔵の前に「庭」空間を残す絹の買継

問屋。現在は喫茶店として営業中。
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側面から店蔵と土蔵を見ることが
できます。4 元松屋呉服店7店蔵と居宅の構造の違いがわかります。 隣の駐車場からは細長い敷地

での建物の配置がわかります。

江戸時代からある通り（旧道）

飯能の商家の菩提寺となっています。

外観だけ洋風建築に似せています。

スタート

みせ ぐら きぬ

じん ぞう

ご ふく ふと もの いと まゆ

ゆい いつ

なか がい

しの はら

じん

ちょう ぞう

す わ はち まん

ちん じゅ し

ほう のう

ぼ だい

お たま や

し まい きん りん

しょう しつ

きっ さ

かいきぬ おり つぎ どん
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はた やきょたく こうぞう
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くろ じっ くい

ぜい
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き のう てき はい ち

いち び

まえ にわ くう かん
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そで ぐらま ぐち そろ

もの

かい つぎ

どん や きっ さ

まつ や ご ふく

なか せい

げんふう てん

けい おう

ぽ そう けん

しっ くい ど ぞう たい か けんがい へき ちく

すぐ

きょう どう おり きょう

しょう ちょうはっ てん

よう ふう けん ちく たい しょう

きぬ おり もの

き ぎぬ

のう ぜい

しょむ いん

ぜい

けん ぞうゆう けい ぶつ



■飯能夏祭り（７月「海の日」直前の土 ・ 日）

飯能夏祭りは、三丁目にある飯能八坂神社の祭礼を

母体に、平成 11 年から現在の名称・形態で行われ

るようになりました。このお祭りでは、床板の張っ

ていない「底抜け屋台」が主役として引き廻される

点が特長です。

天王様のお祭り

■飯能まつり（11 月第 1 土 ・ 日）

飯能の町における祭りは、江戸時代には行われて

いた記録がありますが、今日のような山車とお囃

子を主とする祭礼になったのは、明治時代以降の

ことです。

それが、観光振興などを目的に市民まつりと結び

ついて、昭和 46（1971）年より開催されるよ

うになったのが、現在の飯能まつりです。今では

約 17 万人もの人々が訪れる、飯能市を代表する

イベントになっています。

始まりは諏訪八幡神社の祭礼から

■飯能雛飾り展（２月下旬～ 3 月上旬）

店蔵絹甚をメイン会場に商店や民家、公共施設な

どがそれぞれ所有するひな人形を展示するイベン

トです。「雛めぐりスタンプラリー」も実施され、

当館にもスタンプが置かれています。

店蔵絹甚を中心に全市域で開催

街中で行われる飯能まつり

埼玉県飯能市大字飯能 258-1

357-0063〒

TEL  （042）972-1414   FAX（042）972‐1431
E-mail:museum@city.hanno.lg.jp

ホームページ・Facebook更新中

Facebook ホームページ twitter

博物館・学芸員の日常や仕事の裏側などをお伝えしています。

歴史的建造物を訪ねるコース
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展示をご覧になったあとは、

　　このマップをお供にぜひ市内へお出かけください。

新たな出会いや発見があなたを待っているはずです。

町のイベント
飯能の町の成り立ち

飯能の市街地は、入間川が山地から台地に出る谷

の出口に位置しています。この山間部と平野部の

接点に位置するところには、山地と平地両方から

の物資が集まり、取引するための条件が整ってい

ました。

江戸幕府が誕生すると、水田の少ない山間地域で

は年貢を貨幣で納めることになり、農産物などを

お金に換える「市」が必要でした。そこで、戦国

時代には館があり、江戸初期には代官のいる陣屋

が置かれた中山に市が立てられました。

その後陣屋が廃止されると、中山の市は次第に廃

れてゆき、それに代わり、飯能が新たに市の機能

を果たすようになっていきました。当初縄や筵が

主に取引されていたので、「縄市」と呼ばれてい

ました。これが今の市街地の始まりです。

その後、米穀や炭、紙、青物などの生活品や絹綿

交織や絹織物などの織物なども取引されるように

なり、賑やかさを増して行きました。

そして大正 4（1915）年には武蔵野鉄道（現在

の西武池袋線）が、昭和 6（1931）年には八高

線が開通すると、市街地は次第に南と東へと拡大

していきました。現在では飯能駅周辺が中心商業

地となっていますが、市が開かれていた大通りは、

歴史的建造物のある落ち着いた町並みとなってい

ます。

明治 44（1911）年 12 月 27 日撮影の大通りの様子

おでかけガイドマップ④

飯
能
を
め
ぐ
る

　
　
　
飯
能
と
む
す
ぶ

きっとす（愛称）

店蔵絹甚での雛飾り

市
民
会
館
・
博
物
館

天
覧
山
下 西武池袋線

Ｊ
Ｒ
八
高
線

飯能中央地区
行政センター

国道299号線バイパス

西武池袋線

北口

南口
飯能駅

東
飯
能
駅

東
口

西
口

市役所

市立図書館

天覧山

市民会館

こども図書館

割
岩
橋

至川越至西武秩父

至
八
王
子
至
池
袋

大通り 中央通り

銀座通り

利用時間 午前９時から午後５時まで

アクセス ○西武池袋線飯能駅から徒歩約 15 分

○ＪＲ八高線東飯能駅から徒歩約２５分

○飯能駅および東飯能駅より国際興業バス
　名栗方面「市民会館・博物館」バス停下
　車徒歩 3 分、または西武飯能日高方面
　「天覧山下」バス停下車徒歩２分

休館日 月曜日 ( 祝祭日を除く）○

○

年末年始（12/28 ～１/４）○

祝日の翌日（祝祭日の場合は開館）

入館料 無料

いちか

や さか

ゆか いた

れいさい

てん のう さま

そこ ぬ や たい まわ

だ し はや

しん こう

ひな かざ

せっ てん

ととの

ばく ふ

とり ひき

か へいねん ぐ

やかた

ごく

やだい かん じん

せん

はい し すた

なわ むしろ

なわ いち

べい こく すみ あお もの けん めん

こう しょく きぬ

にぎ

む さし の

いけ ぶくろ せん はち こう

せん かい つう し がい ち

しょう ぎょう

まち な


